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１．春の天気概況（ H29.3 ～ H29.5 ） 全国のまとめ 

 

日本の北と日本の南海上を低気圧が通りやすく、本州付近では大陸からの高気圧に覆わ

れて晴れる日が多かった。このため、北日本から西日本にかけて春の降水量が少なく、特

に、北・東日本の日本海側では春の降水量がかなり少なくなった。 

日本の南では高気圧が強く、本州付近では日本の北の低気圧に向かって南から暖かい空

気が流れ込みやすかった。また、高気圧に覆われて晴れて気温が上がった日が多かったた

め、春の平均気温は北・東・西日本で高くなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 春の天気概況（ H29.3 ～ H29.5 ） 秋田県 

 

【 平成 29 年 ３月 】 

この期間、冬型の気圧配置は長続きせず、高気圧と低気圧が交互に通過し天気は数日の周期で

変わった。低気圧の影響も小さく、月降水量は少なかった。雄和では、3月として月降水量の少

ない方からの 1位を観測した。月降雪量は、平年並から少なかった。月最深積雪は、平年並から

多かった。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 数字の⾊は⽉別の平年値との階級区分を⽰す：かなり低い(少ない)、低い(少ない)、平年並、⾼い(多い)、かなり⾼い(多い) 
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【 平成 29 年 ４月 】 

この期間、日本付近を高気圧と低気圧が交互に通過し天気は数日の周期で変わった。低気圧が

北海道の北を通ることが多く、低気圧や前線に向かって南から暖かい空気が流れ込んだ影響で月

平均気温は高くなったが、低気圧の通過後は一時的に寒気が流れ込んだため気温の変動が大きか

った。月平均気温は概ね平年並から高く、月降水量は平年並から多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 平成 29 年 ５月 】 

この期間、高気圧と低気圧が交互に通過したが、低気圧は本州の北と南を通ることが多く、東

北地方への影響は小さかった。高気圧に覆われて晴れの日が多く、本州の北を通った低気圧に向

かって南から暖かい空気が流れ込みやすかったため、月平均気温はかなり高かった。月降水量は

平年並から少なくなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 ⽉平均気温観測値（℃）】 【 ⽉降⽔量観測値（ｍｍ）】 

※ 数字の⾊は⽉別の平年値との階級区分を⽰す：かなり低い(少ない)、低い(少ない)、平年並、⾼い(多い)、かなり⾼い(多い) 

【 ⽉最深積雪観測値（ｃｍ）】【 ⽉降⽔量観測値（ｍｍ）】【 ⽉平均気温観測値（℃）】 

※ 数字の⾊は⽉別の平年値との階級区分を⽰す：かなり低い(少ない)、低い(少ない)、平年並、⾼い(多い)、かなり⾼い(多い) 
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【 平成 29 年 ６月 】 

この期間、月の前半を中心に寒気の影響を受けやすく雨や曇りの日が多かった。後半は高気圧

と低気圧や気圧の谷が交互に通過し、数日の周期で天気が変わった。秋田県を含む東北北部は 6

月 21 日ごろ梅雨入りしたと見られるが、その後、梅雨前線は日本の南海上に停滞することが多

かった。 月平均気温は内陸北部で低いところもあったがかなり低いところが多く、月降水量は

概ね平年並から多く経過した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 ⽉平均気温観測値（℃）】 【 ⽉降⽔量観測値（ｍｍ）】 

※ 数字の⾊は⽉別の平年値との階級区分を⽰す：かなり低い(少ない)、低い(少ない)、平年並、⾼い(多い)、かなり⾼い(多い) 
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３． 梅 雨   

 【 平成 28 年 】 東北地方北部 

・梅雨入り：6月 13 日頃 （平年は 6月 14 日頃） 

 ・梅雨明け：7月 29 日頃 （平年は 7月 28 日頃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 平成 29 年 】  東北地方北部 

・梅雨入り：6月 21 日頃 （平年より 7日遅い、昨年より 8日遅い） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■凡例

D 　正常値 D ] 　資料不足値

-- 　現象なし X 　資料なし

D ) 　準正常値 // 　平年値なし

平成 28 年の梅雨期間 （6/13 – 7/28） の降水量の平年比

平成 29 年 梅雨入り（6/21）から 7/9 までの降水量の平年比
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４． 東北地方の１ヶ月予報 （07.08 ～ 08.07 までの天候の見通し） 
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５．東北地方の 3 ヶ月予報 （７月 ～ ９月までの天候見通し） 
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